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第123号 令和８年１月１日発行 （2）広報　月　　光　　川

　

新
年
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
土
地
改
良
区
の

業
務
運
営
並
び
に
事
業
推
進
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
稲
作
は
、
春
先
か
ら
天
候
不

順
の
影
響
で
、
農
作
業
が
遅
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
天
候
も
回
復
し
順
調
な
生

育
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
６
月
下
旬
か
ら
降
雨
が
少

な
く
、
全
国
的
に
記
録
的
な
高
温
と
猛

暑
が
続
き
、
各
河
川
と
も
渇
水
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
各
地
区
の
用
排
水
調
整

委
員
会
で
給
水
ブ
ロ
ッ
ク
の
細
分
化
を

行
い
、
４
日
に
１
回
の
給
水
日
に
変
更

し
て
用
水
配
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
７
月
の
豪
雨
災
害

で
被
害
が
あ
っ
た
西
通
川
揚
水
機
場
と

下
野
沢
揚
水
機
場
は
、
復
旧
工
事
に
よ

り
渇
水
前
に
運
転
が
可
能
と
な
り
、
用

水
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ん

が
い
と
節
水
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
令
和
７
年
度
の
農
地
整
備
事
業

は
、
杉
沢
前
田
地
区
と
当
山
地
区
で
合

わ
せ
て
17‌

ha
の
面
工
事
が
完
成
し
ま
し

た
。
大
楯
地
区
は
地
下
か
ん
が
い
工
と

換
地
処
分
に
よ
り
、
事
業
完
了
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
野
沢
地
区
は
、
５
・
２
km
の

用
排
水
路
の
管
路
化
工
事
が
完
成
し
、

岩
野
地
区
で
減
圧
水
槽
４
か
所
と
実
施

設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
維
持
管
理
適
正
化
事
業
は
、
月

光
川
左
岸
揚
水
機
場
で
除
塵
機
整
備
補

修
工
事
と
高
圧
受
電
設
備
の
更
新
、
丸

子
揚
水
機
場
で
も
除
塵
機
整
備
補
修
工

事
を
実
施
し
、
万
全
な
用
水
確
保
と
基

幹
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
８
年
度
の
当
管
内
の
農
業
農
村

整
備
事
業
は
、
杉
沢
前
田
地
区
で
６
・

６
ha
の
地
下
か
ん
が
い
工
事
、
当
山
地

区
で
４
・
８
ha
、
畑
地
区
で
６
・
８
ha

の
面
工
事
、
野
沢
地
区
で
５
・
２
km
、

岩
野
地
区
で
２
・
８
km
の
管
路
化
工
事
、

上
戸
地
区
は
実
施
設
計
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
野
部
の
ほ
場
で
は
、
管
理

の
省
力
化
の
た
め
、
排
水
路
の
管
路
化

や
田
ん
ぼ
ダ
ム
等
の
要
望
が
あ
る
事
か

ら
、
月
光
川
左
岸
地
区
の
一
部
で
管
路

化
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
及
び
第
１
次
国
土
強
靭
化
実
施

中
期
計
画
に
お
い
て
、
農
業
生
産
の
基

盤
の
整
備
と
保
全
に
よ
り
、
生
産
性
の

向
上
と
防
災
・
減
災
を
図
り
、
農
業
生

産
活
動
が
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
管
内
の
農
業
農
村
整
備
事
業
も
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、
農
地
の
大
区

画
化
や
集
積
と
集
約
化
を
進
め
、
農
業

生
産
に
必
要
な
基
幹
施
設
や
末
端
水
利

施
設
の
計
画
的
な
更
新
、
長
寿
命
化
対

策
な
ど
の
保
全
管
理
に
努
め
、
遊
佐
町

農
業
の
発
展
の
た
め
、
実
施
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

益
々
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
本
土
地
改

良
区
の
健
全
な
運
営
を
行
う
た
め
、
役

職
員
一
丸
と
な
り
業
務
の
効
率
化
と
組

合
員
負
担
の
軽
減
に
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
尚
一
層
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

石
垣
　
敏
勝

副
理
事
長

榊
原
　
一
男

会
計
係
理
事

髙
橋
　
昭
二 

理
　

事

村
上
　
　
匡

理
　

事

佐
藤
　
秀
一

理
　

事

堀
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徳

理
　

事

真
嶋
　
愼
一
　

理
　

事

佐
藤
　
久
美

総
括
監
事

眞
嶋
　
　
一

監
　

事

菅
原
　
雄
蔵

監
　

事

本
間
　
清
悦

外
職
員
一
同

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
事
長
　
石
垣
　
敏
勝



第123号 令和８年１月１日発行（3） 広報　月　　光　　川

　

令
和
７
年
度
第
１
回
臨
時
総
代
会

が
、
去
る
８
月
29
日
に
庄
内
み
ど
り

農
協
遊
佐
支
店
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
代
定
数
40
名
中
33
名
が
出
席
。

議
長
に
は
第
３
選
挙
区
の
佐
藤
重
行

総
代
が
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
承

認
案
件
一
件
、
議
決
案
件
二
件
に
つ

い
て
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
全

議
案
が
原
案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

総
代
か
ら
の
質
問

　

理
事
長
か
ら
地
下
排
水
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
毎
年
草
刈
り

が
大
変
だ
と
い
う
事
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
早
く
地
下
排
水
が
実
現
す
れ

ば
、
本
当
に
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
髙
橋
正
樹
総
代
）

　

平
野
部
で
の
大
区
画
化
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
田
ん
ぼ
は

30
ａ
で
す
が
、
こ
れ
を
60
ａ
に
す
る

考
え
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
平
津
地

区
か
ら
順
に
地
下
排
水
を
行
い
た
い

と
い
う
事
で
す
が
、
江
地
地
区
の
工

事
は
い
つ
頃
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

我
々
が
現
役
の
う
ち
に
完
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
石
垣
雅
春
総
代
）

（
答
弁
）　
大
区
画
化
に
つ
い
て
は
、

畦
畔
を
２
本
抜
い
て
90
ａ
に
す
る
事

も
可
能
で
す
。
地
形
の
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
を
行
い
、
要
望
を
聞
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
地
下
排
水
に
つ

い
て
は
、
夏
工
事
で
行
え
ば
、
完
成

の
出
来
栄
え
も
良
い
し
、
事
業
の
進

み
方
も
早
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
理
事
長
）

　

令
和
６
年
度
の
電
力
料
金
は
、
決

算
で
２
千
万
円
程
か
か
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
の
電
力
料
金
は
現
在
ま

で
、
ど
の
位
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

�

（
石
垣
嘉
一
総
代
）

（
答
弁
）
８
月
分
ま
で
の
電
力
料
金

は
、
２
千
２
百
万
円
程
か
か
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
７
月
中
旬
か
ら
用
水

が
少
な
い
状
況
で
、
職
員
が
毎
日
宿

直
し
て
、
用
水
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
理
事
長
）

　

現
在
、
野
沢
地
区
で
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
成
す
れ
ば
作
業

効
率
も
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
大
変
有

り
難
い
で
す
。�

（
佐
藤
清
一
総
代
）

（
答
弁
）
中
山
間
地
域
の
事
業
も
順

調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
総
代
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
、
早
期
に
完
成
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
理
事
長
）

　

去
る
８
月
３
日
、
総
代
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
改
選
さ
れ
た
総
代

が
多
い
事
か
ら
、
今
年
度
は
当
土
地

改
良
区
管
内
の
施
設
を
研
修
し
ま
し

た
。

　

平
津
小
水
力
発
電
所
で
は
、
発
電

状
況
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
に
つ
い

て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

杉
沢
前
田

地
区
基
盤
整

備
事
業
で
は
、

事
業
完
了
時

期
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、

令
和
10
年
度

に
事
業
完
了

予
定
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
下
野

沢
揚
水
機
場
と
西
通
川
揚
水
機
場
で

は
、
２
機
場
と
も
電
動
機
の
補
修
が

完
了
し
て
お
り
、
今
後
、
建
屋
の
洪

水
対
策
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
代
研
修
会

令
和
７
年
度　
第
１
回
臨
時
総
代
会



第123号 令和８年１月１日発行 （4）広報　月　　光　　川

小水力発電事業
特別会計

7,450,504円
収入

86.56%
発電収入
6,449,366円

13.42%
他会計借入等
1,000,000円

0.02%
受取利息収入
1,138円

7,450,504円
支出

36.56%
維持管理費
2,724,111円

5.94%
運営事務費
442,480円

50.80%
借入金返済
3,784,904円

6.70%
積立金
499,009円

一般会計

452,241,816円
収入

53.95%
賦課金等

243,983,815

0.12%
使用料等
533,096円

0.75%
財産運用収入
3,412,379円

2.27%
補助金等

10,271,000円

1.65%
受託料

7,462,400円

0.02%
過年度未収金等
106,502円

14.23%
借入金

64,350,000円

0.42%
他会計貸付回収
1,900,000円
0.15%
一時利用地
利益徴収
667,330円

9.26%
他会計繰入金
41,881,421円

11.90%
前年度繰越金
53,811,066円

5.28%
特定資産取崩等
23,862,807円

383,218,155円
支出

10.93%
他会計繰出金
41,881,421円

14.29%
維持管理費
54,755,205円

24.13%
運営事務費
92,474,840円

16.07%
事業負担金
61,575,000円

0.20%
一時利用地損失補償金

789,091円

26.90%
積立金

103,071,739円

5.47%
借入金返済
20,968,049円

0.16%
固定資産取得費
613,030円

1.59%
受託業務費
6,089,780円

0.26%
他会計貸付金
1,000,000円

収入支出差引残高　69,023,661円　令和７年度へ繰越

収入支出差引残高なし

月光川下流地区について、令和７年度の約定返済及び繰上償還返済により償還金を完済しました。

令和６年度 決算並びに財務状況



第123号 令和８年１月１日発行（5） 広報　月　　光　　川

小水力発電事業
特別会計

7,450,504円
収入

86.56%
発電収入
6,449,366円

13.42%
他会計借入等
1,000,000円

0.02%
受取利息収入
1,138円

7,450,504円
支出

36.56%
維持管理費
2,724,111円

5.94%
運営事務費
442,480円

50.80%
借入金返済
3,784,904円

6.70%
積立金
499,009円

一般会計

452,241,816円
収入

53.95%
賦課金等

243,983,815

0.12%
使用料等
533,096円

0.75%
財産運用収入
3,412,379円

2.27%
補助金等

10,271,000円

1.65%
受託料

7,462,400円

0.02%
過年度未収金等
106,502円

14.23%
借入金

64,350,000円

0.42%
他会計貸付回収
1,900,000円
0.15%
一時利用地
利益徴収
667,330円

9.26%
他会計繰入金
41,881,421円

11.90%
前年度繰越金
53,811,066円

5.28%
特定資産取崩等
23,862,807円

383,218,155円
支出

10.93%
他会計繰出金
41,881,421円

14.29%
維持管理費
54,755,205円

24.13%
運営事務費
92,474,840円

16.07%
事業負担金
61,575,000円

0.20%
一時利用地損失補償金

789,091円

26.90%
積立金

103,071,739円

5.47%
借入金返済
20,968,049円

0.16%
固定資産取得費
613,030円

1.59%
受託業務費
6,089,780円

0.26%
他会計貸付金
1,000,000円

収入支出差引残高　69,023,661円　令和７年度へ繰越

収入支出差引残高なし

月光川下流地区について、令和７年度の約定返済及び繰上償還返済により償還金を完済しました。

科　　　　　　目 一般会計 発電事業特別会計 内部取引消去 合　　計
Ⅰ　資　産　の　部
　１　流　動　資　産
　　　　現金及び預金 53,747,609 124,310 53,871,919
　　　　短期未収金
　　　　未収賦課金等
　　　　その他未収金 21,951,650 21,951,650
　　　　前払金 525,000 525,000
　　　　その他流動資産
　　　流動資産合計 75,699,259 649,310 76,348,569
　２　固　定　資　産
　　（１）基本財産
　　　　山林、宅地及びその従物 14,378,000 14,378,000
　　　　災害復旧積立金 11,477,994 11,477,994
　　　　基本財産合計 25,855,994 25,855,994
　　（２）特定資産
　　　　所有土地改良施設 670,461,275 197,405,000 867,866,275
　　　　土地改良施設用地等 46 1 47
　　　　財政調整積立資金 94,968,743 94,968,743
　　　　職員退職給付引当積立資産 57,101,496 57,101,496
　　　　役員退任慰労金積立資産 3,374,482 3,374,482
　　　　転用決済金積立資産 8,202,648 8,202,648
　　　　月光川地区県営維持管理積立資産 70,185,912 70,185,912
　　　　左岸地区県営維持管理積立資産 31,962,600 31,962,600
　　　　右岸地区県営維持管理積立資産 18,474,298 18,474,298
　　　　高瀬川洗沢川県営維持管理積立資産 26,470,994 26,470,994
　　　　下流地区県営維持管理積立資産 10,665,984 10,665,984
　　　　事務所建設改良資金積立資産 5,000,114 5,000,114
　　　　自動車償却及び購入基金積立資産 3,359,777 3,359,777
　　　　欠損調整積立資産 994,027 994,027
　　　　建設改良積立資産
　　　　修繕引当資産 61 61
　　　　特定資産合計 1,000,228,369 198,399,089 1,198,627,458
　　（３）その他固定資産
　　　　建物 2 2
　　　　車両運搬具 19,686 19,686
　　　　器具備品 2,367,557 2,367,557
　　　　適正化事業拠出金 2,292,000 2,292,000
　　　　長期未収賦課金等 321,889 321,889
　　　　出資金 890,000 890,000
　　　　その他固定資産
　　　　他会計貸付金 44,380,000    △44,380,000
　　　　その他固定資産合計 50,271,134    △44,380,000 5,891,134
　　　固定資産合計 1,076,355,497 198,399,089    △44,380,000 1,230,374,586
　３　繰　延　資　産
　　　繰延資産合計
　　資　産　合　計 1,152,054,756 199,048,399    △44,380,000 1,306,723,155
Ⅱ　負　債　の　部
　１　流　動　負　債
　　　　未払金 6,270,866 23,442 6,294,308
　　　　短期借入金 5,724,113 5,724,113
　　　　適正化事業拠出金短期未払金 630,000 630,000
　　　　未払消費税等 404,732 100,868 505,600
　　　　他会計借入金
　　　流動負債合計 13,029,711 124,310 13,154,021
　２　固　定　負　債
　　　　公庫資金等長期借入金 148,431,956 148,431,956
　　　　その他長期借入金 48,072,096    △44,380,000 3,692,096
　　　　適正化事業拠出金長期未払金 1,290,000 1,290,000
　　　　職員退職給付引当金 58,985,906 58,985,906
　　　　役員退任慰労引当金 3,356,625 3,356,625
　　　　修繕引当金
　　　固定負債合計 212,064,487 48,072,096    △44,380,000 215,756,583
　　負　債　合　計 225,094,198 48,196,406    △44,380,000 228,910,604
Ⅲ　正　味　財　産　の　部
　１　指定正味財産
　　　　所有土地改良施設受贈益 543,688,155 167,794,250 711,482,405
　　　指定正味財産合計 543,688,155 167,794,250 711,482,405
　　　　　（うち基本財産への充当額） (           ) (           ) (           ) (           )
　　　　　（うち特定資産への充当額） (543,688,155) (           ) (           ) (543,688,155)
　２　一般正味財産 383,272,403    △16,942,257 366,330,146
　　　　　（うち基本財産への充当額） (14,378,000) (           ) (           ) (14,378,000)
　　　　　（うち特定資産への充当額） (229,962,414) (994,088) (           ) (230,956,502)
　　正　味　財　産　合　計 926,960,558 150,851,993 1,077,812,551
　　負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 1,152,054,756 199,048,399    △44,380,000 1,306,723,155

令和６年度　貸借対照表総括表
令和７年３月31日現在 （単位：円）
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財　産　目　録

地区面積及び組合員数

各事業会計収支
会計名 収入額 支出額 差引残額

月光川地区事業会計 66,546,700 63,552,688 2,994,012
月光川左岸地区事業会計 22,730,689 19,033,837 3,696,852
月光川右岸地区・上流地区事業会計 11,365,417 8,839,121 2,526,296
高瀬川地区・洗沢川地区事業会計 17,606,114 13,912,133 3,693,981
月光川下流地区事業会計 23,718,795 22,339,530 1,379,265
たら林地区事業会計 2,382,169 176,776 2,205,393
県営杉沢前田地区ほ場整備事業会計 3,119,423 2,254,436 864,987
県営当山・畑地区ほ場整備事業会計 31,658,195 28,880,999 2,777,196
県営大楯地区ほ場整備事業会計 4,725,277 3,318,652 1,406,625
県営野沢地区水利施設整備事業会計 34,191,798 33,530,483 661,315
県営岩野地区水利施設整備事業会計 15,023,081 12,803,776 2,219,305
中山間地区維持管理事業会計 4,879,114 2,320,686 2,558,428

単位：円

令和７年度一般会計（各事業会計）へ繰越

資産の部
科　目 金　額

１　流動資産 76,348,569
　　現金及び預金 53,871,919
　　未収賦課金等 0
　　その他未収金 21,951,650
　　前払金 525,000
２　固定資産 1,230,374,586
　　基本財産 25,855,994
　　特定資産 1,198,627,458
　　その他固定資産 5,891,134

資産合計 1,306,723,155

負債の部
科　目 金　額

１　流動負債 13,154,021
　　未払金 6,294,308
　　短期借入金 5,724,113
　　適正化事業拠出金短期未払金 630,000
　　未払消費税 505,600
２　固定負債 215,756,583
　　公庫資金等長期借入金 148,431,956
　　その他長期借入金 3,692,096
　　適正化事業拠出金長期未払金 1,290,000
　　各引当金 62,342,531

負債合計 228,910,604
正味財産合計 1,077,812,551

１．総面積	 田	 2,244.4 ha	 ２．組合員数	 1,610人
	 畑	 15.2 ha
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県営大楯地区土地改良事業 権利者会議開催県営大楯地区土地改良事業 権利者会議開催

新規事業への町負担の確保について要請活動新規事業への町負担の確保について要請活動

　令和７年７月18日に庄内みどり農業協同組合遊佐支店を会場に「県営大楯地区土地改良事業 権利
者会議」を開催し、来賓として遊佐町長（代理：太田産業課長）よりご祝辞を頂戴し、議事では全員
賛成により決議されました。斎藤誠喜推進協議会長はじめ役員の皆様方のご尽力に感謝申し上げます。
　大楯地区は令和２年に実施採択され、実施設計を経て面工事２年、地下かんがい工２年の工事を
実施し、換地計画の決定により換地処分登記を行い、今年度で無事事業完了となります。
　これもひとえに事業主体の山形県庄内総合支庁並びに遊佐町のご協力により、地元の念願であっ
た大区画圃場や県内初の自動給水栓の設置となりましたことに、深く御礼申し上げます。

　令和７年10月９日に遊佐町役場において、「新規排水路管路化事業」の遊佐町総合発展計画への掲
載と町負担の確保について、松永遊佐町長に対し当土地改良区の石垣理事長と榊原副理事長が、農
業を継続していく上での事業の必要性について説明し、要望書を提出しました。
　農家人口の減少が進む中、排水路の管路化により農地の維持管理労力の省力化や、転落防止によ
る安全性の確保、荒廃農地を防ぎながらの国土保全が図られ、担い手にとって農地集積を進める上
で必要不可欠な対策となります。
　令和８年度に整備地区管路化モデル工区として、平津支線排水路を施工することとしております。

【詳しい事業内容や相談は、月光川土地改良区 工務課へお問い合わせ下さい】

管路化モデル工区として整備される平津排水路

平津集落
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　次の場合は土地改良区への届出が必要です。
⑴　�組合員の変更をしていただく場合　
　・�農地の売買、交換、贈与等を行ったとき。
　・�賃借権の設定、解除の際に組合員を変更す
るとき。（中間管理機構も含む）

　・�農業者年金の受給などのため経営を移譲し
たとき。

　・�組合員が亡くなられたとき。
⑵　�組合員の住所変更や口座振替の場合の名義

変更または口座番号を変更したとき。
⑶　�土地改良区管理施設を他の目的に使用する

とき。
⑷　農地を転用するとき。
⑸　公共事業等で農地が買収されたとき。
⑹　�賦課金を耕作者が納付するとき。
　経常賦課金・特別賦課金の耕作者納付を希望
される方は、所有者と耕作者が合意の上で、農
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職   員   募   集
　令和８年４月１日採用予定の月光川土地改良区
職員を募集します。
業務内容 一般事務及び農業用排水施設の維持管理
採用人数 若干名
受験資格 次の各号の全てに該当する方とします。

①�平成７年４月２日以降に生まれた者
で高等学校を卒業した方、または令
和８年３月末日までに卒業見込の方
②�普通自動車運転免許取得の方、また
は採用の日まで取得見込みの方

受付期間 令和８年１月５日㈪から令和８年１月
30日㈮まで（土日、祝日を除く）
郵送の場合は１月30日㈮まで必着のも
のに限ります。

提出書類 職員採用試験申込書【本区指定様式】、
自筆による履歴書、写真、卒業証明書
申込用紙は本区総務課で交付します。

提 出 先 月光川土地改良区　総務課
試 験 日 １次試験　令和８年２月15日㈰
※�詳細については、月光川土地改良区 総務課（☎
0234-72-3131）までお問い合わせ下さい。
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用地利用集積計画の写しを添付して、土地改良
区まで申請をお願いします。
　尚、耕作権を解約した時、更新しない時は、
届け出をお願いします。   
　⑷�と⑸は、地目変更となるため決済金を納め

ていただくことになります。
※�農業委員会、法務局等の手続きとは別に、土地改
良区への届出（台帳等の修正の為）が必要です。
　詳細は、土地改良区までお問い合わせください。
� （☎72-3131）


